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人
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り
家
も
変
り
て
道
の
み
が
面
影
残
す
ふ
る
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と
の
町

青
春
の
日
々
を
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喫
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今
月
は
稲
積
文
子
先
生
が
お
休
み
し
ま
す
。
北
海
道
医
師
会
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
詠
草
を
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寄
せ
く
だ
さ
い
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細
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、
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海
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医
師
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す
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と
し
長
く
我
住
む
町
の
道
の
べ
に　

絶
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匂
ひ
来
つ
食
品
工こ
う
ば場
は
湯
気
あ
げ
て
操
業
た
け
な
は　

暑
き
日
の
午
後

金
婚
と
言
ふ
は
易や
す

く
も　

美
し
き
の
み
に
は
あ
ら
ず
大
い
な
る
時

歩
く
に
は
暑
さ
厳
し
く　

街
角
に
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ツ
ツ
バ
キ
咲
く
バ
ス
よ
り
眺
む

去
年
ま
で
非
常
勤
と
て
通
ひ
け
り　
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先
導
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巫
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し
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淑
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満
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ゆ
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束
を
抱
え
て
乗
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込
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ロ
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カ
ル
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春
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原
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行
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ひ
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ぎ
っ
し
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詰
ま
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な
り　

押
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合
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ス
ク
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ム
す
す
む

笠
か
む
る
地
蔵
の
笑
み
の
傍
ら
に　

町
へ
と
続
く　

錆
び
ゆ
く
レ
ー
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晴
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に
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か
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握
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ど
こ
に
行
く
か
は
こ
れ
か
ら
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こ
と
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宅　

浩
次

年
号
が
令
和
と
代
わ
り
名
の
と
お
り
天
に
従
い
人
と
和
そ
う

令
の
字
は
令
夫
人
の
例
の
よ
う
に
人
を
敬
い
礼
を
尽
く
そ
う

振
り
向
け
ば
昭
和
に
生
ま
れ
平
成
に
暮
ら
し
た
先
に
天
命
と
和
す

年
号
が
改
ま
る
た
び
己
に
は
気
づ
か
ぬ
ま
ま
の
区
切
り
が
あ
り
て

家
族
ら
と
無
事
息
災
を
祈
り
つ
つ
新
し
き
歳
の
杯
を
掲
げ
る
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有
珠
山
の
麓
よ
り
見
る
洞
爺
湖
の
水み
な
も面
に
映は
ゆ

る
逆
さ
羊
蹄

二
十
年
為な

り
を
潜
め
し
山
な
れ
ば
火
を
噴
く
こ
ろ
と
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と々
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恐
れ
ぬ

地
元
で
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頻
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有
珠
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木
見
れ
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に
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木
も
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新
た
な
火
口
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に
非
ず
や
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然
の
噴
火
警
報
鳴
り
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り　
《
訓
練
》
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字
に
胸
撫
で
下
ろ
す


